　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(1) パラ馬術世界選手権への挑戦　－それは神様からの贈り物－

浅川信正（静岡乗馬クラブ）

　乗馬を始めて４０年、ケガをしてから丸５年。バイク事故で第２～第４胸椎を粉砕骨折しました。胸から下は完全麻痺です。丁度１年間の病院生活。そしてリハビリ。退院して１年程経った時、知人よりパラ馬術の話を聞き、考えもしなかった乗馬を再開することになりました。日本国内ではパラに関しての情報が無く、暗中模索のなかで世界選手権に向けての挑戦が始まりました。パラの競技会視察に２回、私の身体に合わせての専用鞍作りにドイツへ２回、競技出場や競技馬探しに８回、世界選手権用訓練で２回と、１年半の間に１４回も海外出張することになりました。健常者だったら私には縁のなかった世界選手権出場。それは神様からの贈り物だと思っています。私の経験が、同じような境遇にいる人たちの参考になれば幸です。

